




　いわゆる筋ジストロフィーマウス(以下 dy マウスと略)に関する研究が継続

して行われている.

　中心になる飼育管理は,野村らによりなされている.遺伝子ホモマウスを効率

よくうる目的で人工授精が行われ,かなりの成果をおさめ,また地方の班員への

空輸も開始された.また,筋ジストロフィーチキンの飼育管理生産も種々の困難

があったが,これを克服して本年中に入手の見通しとなった.


